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認知症地域支援推進員 
中村真理子 松岡由佳 福嶋深幸

9 月は認知症啓発月間 
でした。市制 60 周年記
念シンポジウム、オレン
ジライトアップ、ブック
フェア、図書館で開催し
た事業をご紹介！！ 

届いた！認知症本人の声！市制60周年記念シンポジウム 

認知症とともに“北九州市の今とこれから” 

★シンポジウムの模様はYouTube で動画配信中です。（令和6年 3月末までの予定）

第1部 https://www.youtube.com/watch?v=yKuY7baogbI 
第2部 https://www.youtube.com/watch?v=Xd_VA5UesSo
第3部 https://www.youtube.com/watch?v=_VzP11TmI-M 

九
月
二
六
日
、
「
認
知
症
と
と
も
に
〜
北
九

州
市
の
今
と
こ
れ
か
ら
〜
」
を
テ
ー
マ
に
市
内

の
介
護
事
業
所
、
企
業
、
地
域
な
ど
の
認
知
症

に
関
す
る
取
組
み
の
紹
介
や
、
認
知
症
当
事

者
と
家
族
の
対
談
を
と
お
し
て
、
認
知
症
に
つ

い
て
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。第

一
部
：
事
例
紹
介
、
第
二
部
：
認
知
症
カ

フ
ェ
を
知
る
、
第
三
部
：
本
人
ト
ー
ク
の
三
部

構
成
で
す
。
全
国
各
地
で
年
間
百
回
以
上
の

講
演
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
当
事
者
の
丹
野
智

文
さ
ん
が
本
人
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
切
れ
味
の
よ
い
、
本
人
な
ら
で

は
の
発
言
か
ら
、
宝
物
の
よ
う
な
た
く
さ
ん
の

「気
づ
き
」を
も
ら
い
ま
し
た
。

印
象
に
残
っ
た
丹
野
智
文
さ
ん
の
言
葉

「
見
守
り
は
監
視
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」
「
家

の
中
で
孤
独
と
孤
立
を
感
じ
て
、
こ
こ
に
い
た

く
な
い
と
、
こ
っ
そ
り
出
て
い
く
本
人
が
い
る
。

行
方
不
明
の
人
が
発
見
さ
れ
た
ら
『
よ
か
っ
た

ね
』で
終
わ
り
に
し
な
い
」

「
本
人
や
家
族
が
元
気
を
も
ら
っ
た
本
や
、
オ
ー

デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
が
あ
る
こ
と
も
紹
介
し
て
ほ
し

い
」

「お
店
の
売
り
場
の
表
示
は
、
床
に
あ
る
と
高
齢

者
に
も
わ
か
り
や
す
い
」
「
お
店
に
入
る
と
高
齢

者
は
ト
イ
レ
を
探
す
の
で
、
ト
イ
レ
の
表
示
も

わ
か
り
や
す
く
し
て
ほ
し
い
」

「
本
人
の
話
を
聴
か
な
い
で
カ
フ
ェ
を
作
っ
て
、

認
知
症
の
人
が
来
な
い
ん
で
す
よ
ね
と
言
っ
て

い
る
」
「
我
々
は
ケ
ー
タ
イ
世
代
。
ど
ん
ど
ん
ケ

ー
タ
イ
を
使
っ
て
、
認
知
症
で
も
ひ
と
り
歩
き

が
で
き
る
。
各
所
にW

i-F
i

入
れ
て
ほ
し
い
。
」

「お
財
布
を
持
て
な
い
と
、
意
見
も
言
え
な
く
な

る
、
持
ち
た
い
金
額
は
３
千
円
く
ら
い
。
自
分

で
決
め
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
」

本
人
ト
ー
ク
で
沼
田
さ
ん
ご
夫
妻
と
対
談

沼
田
さ
ん
ご
夫
妻
か
ら
も
発
信
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

「
一
足
先
に
認
知
症
に
な
っ
た
者
か
ら
、
な
っ

て
も
心
配
し
な
く
て
い
い
よ
と
伝
え
た
い
。
そ

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
。
」

「認
知
症
を
受
け
止
め
て
、
い
ろ
ん
な
人
と
出

会
っ
て
、
い
い
体
験
を
し
た
。
人
の
優
し
さ
や
温

か
さ
に
た
く
さ
ん
触
れ
た
。
」

「新
し
い
人
生
が
始
ま
り
、
発
症
か
ら
６
年
経

っ
て
も
こ
ん
な
に
元
気
。
み
ん
な
が
安
心
し
て

認
知
症
に
な
れ
る
社
会
を
、
と
も
に
つ
く
っ
て

い
け
る
と
い
い
。
」

右から 氏名公表で初発信の沼田賢一郎さん（当事者）
沼田眞由美さん（ご家族） 丹野智文さん 



令和３年度より始まった「北九州市認知症ブックフェア」。市内１５の書店様のほか、

市立図書館・分館全館に加え、今年度は市民センター９５館にご協力いただき、多くの

場所で認知症の普及啓発ができました！それぞれの展示に工夫が一杯！感謝です。

市内書店編 

ブックス熊谷様 

くまざわ書店小倉店様 ブックセンタークエスト 
小倉本店様 

喜久屋書店小倉南店様 未来屋書店八幡東店様 

白石書店本店様 

【その他ご協力書店】
・喜久屋書店小倉店 
・ブックセンタークエスト門司大里店 
・ブックセンタークエスト大手町店 
・ブックセンタークエスト鞘ヶ谷店 
・くまざわ書店サンリブもりつね店 
・くまざわ書店若松店 
・ＡＣＡＤＥMＩＡ サンリブ小倉店 
・未来屋書店戸畑店 

ありがとう 
ござい 
ました！ 

図書館編 

門司図書館 若松図書館 八幡西図書館

大里分館(門司) 八幡南分館(八幡) 

市民センター編 

朽網市民センター 
小倉中央市民センター

八幡大谷市民センター 
一枝市民センター 

後藤書店様 



� オレンジライトアップ �

世界アルツハイマーデーである９月２１日（木）

１８時から２２時まで小倉城、鷗外橋、小倉駅

新幹線口ハイポール、モノレール平和通駅駅舎

下、黒崎駅ペデストリアンデッキが認知症啓発

のイメージカラーであるオレンジ色にライトア

ップされました。 

《
小
倉
城
》

《
鷗
外
橋
》

《小倉駅新幹線口：ハイポール、動く歩道周辺》

《黒崎駅：ペデストリアンデッキ周辺》

雨上がりの小倉駅周辺は、オレンジ色にライトアップされ幻想的な雰囲気を漂わせていました。 

この日の黒崎駅周辺は、生憎の小雨模様でしたが、オレンジ色のライトアップが温かかったです。



【八幡図書館】 

【小倉南図書館】

日頃からオレオレ詐欺被害等

の高齢者問題に関心を持つ県

立八幡高校２年生有志。「認知

症にやさしい図書館」と「ＰＯＰ

作成」の研修受講後、夏休みを

利用して ＰＯＰ 作成に挑戦しま

した。力作揃いで ＰＯＰ で紹介

された本は貸し出し中が続いて

います。高齢者の利用が多い図

書館で若い人の取組みが、キラ

キラ輝いています。 

谷川良博准教授による講座の様子

八幡図書館では９月１０日（日）に「認知

症にやさしい図書館」が開催されました。 

令和健康科学大学の谷川良博准教授

による講座『認知症の人の「心のうち」～

決めるを考える～』 と、市立八幡病院作

業療法士 高木邦男氏による本の紹介、

また、福岡県作業療法協会 担当理事 都

甲幹太氏からは、９月に同協会が作成し

た「認知症の人や家族にやさしい小さな

本棚～本人からのメッセージ編～」の紹

介がありました。

目に留まり
やすい色と 
デザインの 
ポップが並
んでいます

 小倉南図書館では、１０月８日

(日）に「認知症にやさしい図書館」 

が開催されました。 

 令和４年度に引き続き２回目の

開催で、北九州市立大学、九州栄

養福祉大学の学生さん、認知症・草

の根ネットワークのカフェマスター

さんにご協力いただきました。 

 前半は令和健康科学大学谷川良

博准教授による講座と、日明病院

作業療法士 福満裕氏による本の

紹介、小倉南図書館和田館長によ

る朗読で構成。後半の交流会で

は、日頃は出会う機会があまりな

い高齢者と学生が交流を楽しみま

した。2年間の継続開催で認知症

と本のつながりが、緩やかに広が

っていくのを嬉しく思いました。 

開催前の打合せ 

講座と交流会の様子 

小倉南図書館 館長による朗読 

福岡県作業療

法協会作成の

「小さな本棚」 


